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1. はじめに 

近年、ゲリラ豪雨と呼ばれる局所的豪雨による土砂災害

の事例が報告されている 1）。平成 22 年 7 月広島県庄原市

での土砂災害では、非常に短時間の降雨の間に 5km 四方

の狭い範囲に非常に多くの崩壊・土石流が発生している。

このような土砂災害を防止・軽減するためには、空間的・

時間的に分解能の高い精度の良い降雨予測、迅速な情報伝

達が重要と考えられる。 
本研究では、非常に短時間に局所的に発生する土砂災害

への対応策検討のための基礎資料とするため、平成 22 年 7
月広島県庄原市において発生した土砂災害を対象として、

解析雨量を用いて土砂流出に関する考察を行った。 
 
2. 対象地及び研究方法 

対象地は、広島県庄原市の中でも、特に被害の大きか

った篠堂地区の中でも、「篠堂谷上」流域とした（図－1）。

地質は白亜紀の堅固な流紋岩（中硬岩）が分布する。 
主な検討項目は、「解析雨量と地上雨量の比較」

「流下断面と土石流ピーク流量」「洪水到達時間と

被災時刻」の 3 項目である。「流下断面と土石流

ピーク流量」では、土砂流出状況を調べるため、

現地において流下断面等を調査した。そして、流

下断面とマニングの式より算出した流速を用いて

算出した土石流ピーク流量と、合理式を用いて降

雨量から予測した土石流ピーク流量の比較を行った。「洪水到達時間と被災時刻」では、洪水到達時間を角屋・

福島の式より算出し、新聞記事などより近隣住民の被災時刻を調査した結果と比較を行った。 
 

3. 結果及び考察 
3.1 解析雨量と地上雨量の比較 

対象地付近の大戸（県）、川北（県）、庄原（アメダス）

の地上雨量計と解析雨量を比較した結果が、表－1 である。 
解析雨量の値は、川北とは近いが、大戸と比較すると、

最大 3 時間・24 時間雨量では約 60mm 小さい。中国新聞
2）による住民へのアンケート結果では、「川北よりも大戸の

方が篠堂の体感雨量に近い雨量であった」ことから、大戸

の方が近い値を示していると考えられる。解析雨量による

値は、実際の雨量より小さい値を示している可能性が高い。 
3.2 流下断面と土石流ピーク流量 

現地調査に基づく流下断面から算出した土石流ピーク流量、降雨量から予測した土石流ピーク流量、及

び侵食量に基づく土砂量から算出した土石流ピーク流量を比較した（表－2）。土砂量は断面測量により計

表－1 雨量観測結果 

表－2 ピーク流量算出結果 

図－1 調査対象地 

解析雨量

川北（県） 大戸（県）
庄原

（アメダス）
篠堂谷上

最大10分雨量 19 44 20 －
最大時間雨量 54 72 59 48
最大3時間雨量 125 173 65 116

24時間雨量 125 174 65 117
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篠堂谷上
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大戸10分　 28.23
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　流下断面より算出 44.60
　土砂量から算出 26.82
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測した。図－2 に流下断面の推定に用いた洪水痕跡の

一例を示す。 
土砂量から算出した土石流ピーク流量は、流下断面

より算出した値よりも低く、大戸 10 分間雨量を用い

て降雨量より予測した土石流ピーク流量と近い値であ

る。なお、流域全体の土砂量からピーク流量を算出し

た場合、93.70（m3/s）となる。 
 

3.3 洪水到達時間と被災時刻 

最も実際の降雨と近いと考えられる大戸の観測

結果を用いて、洪水到達時間等の検討を行った。被

災時刻として最も客観的な時刻は、篠堂地区宅の時

計の針が停止していた「16：48」であった（図－4）。 
この家から上流域を対象に、洪水到達時間を角

屋・福島の式を用いて算出した結果、約 87 分であ

った。仮に、被災時刻を流出ピークとみなした場合、

洪水到達時間は、約 76 分となり、近い時刻であっ

た。16：00～17：00 の 1 時間雨量は 72mm（超過

確率年 95.2 年 3））と、比較的大きな降雨であり、こ

れらが災害の引き金となったものと考えられる。 
 

4. まとめ・課題 

平成 22 年 7 月広島県庄原市の災害を対象に、解析雨量を用

いて土砂流出に関する考察を行った。結果として、解析雨量は

地上雨量よりも小さく、土砂量から算出した土石流ピーク流量

は、流下断面から算出した値より小さく、降雨量（大戸 10 分

間雨量）から予測した値と近い値であった。また、洪水到達時

間は被災時刻を流出ピークと仮定すると、近い値となった。 
対象地の地質は流紋岩（中硬岩）であり、現地では湧水の痕

跡が確認されている 3）。さらに、7 月 11 日～15 日には約 260
ｍｍの先行降雨があった。このことから、「岩盤面上で飽和側方

流などが発生し、パイプが発達」、「湿潤な土壌状態」といった

土砂生産・降雨流出ともに発生しやすい初期条件であったこと

が想定される。これら条件と短時間の豪雨によって、非常に短

時間の降雨であっても、崩壊等が多く、流出の速い出水が発生

したものと考えられる。 

降雨開始から被災までの時間が短い場合には、避難までの

時間や避難勧告等の情報伝達の時間が短いため、精度の高い

降雨予測により、危険情報を先行して伝達する手法が必要と考えられる。また、先行降雨の影響や地形・地

質の影響を考慮した手法である必要がある。 
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図－3 ハイエトグラフ（大戸）、被災・ピーク時刻

図－4 被災時刻の推定と被災箇所位置図 

16:48頃
濁流が家の中に流れ込んだ
（10/18 中国新聞）
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図－2 洪水痕跡 
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